
 令和２年９月１７日（木） 

５年１組 松本教諭  ４校時３／７ 

５年２組 岡 教諭  ５校時４／７ 

                    

 

 

  

 

  

 

 

研究協議会 

講師：文部科学省初等中等教育局 

    教育課程課 教科調査官 

    鳴川 哲也 先生 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自
然
事
象
と
の
対
話 

児
童
相
互
の
対
話 

学
級
全
体
で
の
対
話 

考えた内容を形にでき

る粘土は有効。 

底の面積や密度という

概念がむずかしい。 

底の形を

変えたら

浮くはず

だなあ。 

水に接する面積

を変えると･･･。 

中に空気を

入れるとい

うことは

…。 

粘土の重さを変えずに、

体積を変えると･･･。 

粘土は重さを変えず

に形、面積、体積を

変えられるね。 粘土の重さや密度を変えずに

形を変えて浮かべると･･･。 

水に接する面積を

いろいろ変えたら

どうなるか。 

粘土の重さを変えず、

体積を変えることで、

粘土が水に浮くと、も

のの浮き沈みには体積

が関係していると言え

るのでその実験をした

いです。 

物が水に浮いたり、沈

んだりするには、重さ

以外に体積が関係し

ていると思います。 

 

５年生の社会や中

学理科とのつなが 

りがある。 

船の科学技術に、

関心を向けさせる

ことができる。 

粘土の重さを変えないために

は６０グラムを使いきらない

といけないね。 

 

考察に時間をかけ

て、水に浮かぶには

どうすればよかった

かを考えさせたい。 


